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概   

要 

技術概要 

 木造在来軸組構法および伝統的構法による既存住宅に対して、ｶﾞﾙｺﾝ（3 枚の鋼板に 2 枚の粘弾性体を挟み込んで構

成された金具）を柱および横架材の仕口部に設置することで耐震性を向上させる工法。 

技術の特徴 コスト 

・ 鋼板ののﾒｯｷ塗装・粘弾体の耐酸性試験により 60 年以上の耐久性を確保。 
 サンプル構面 ― 

・ 指定ビスのみで柱と梁の仕口に取付けるため、施工性が容易。 
設計見積り例 ― 

  

公的機関による技術評価・性能証明 実験実施機関 

 機関名 （一財）日本建築防災協会  豊田工業高等専門学校 山田研究室 

 評価番号  DPA–住技–32（欠番） その他 

 評価書の有効期限 平成 26 年 4 月 14 日（有効期限終了）  ・財団法人 建材試験ｾﾝﾀｰ 
・独立行政法人 建築研究所 

仕   

様 

適用範囲 写真・図 

構法 木造在来軸組工法、伝統的構法   L 型           
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 施工例 
 

規模 3 階建て以下・延床面積 500 ㎡以下 

基礎、地盤  

適用部位 筋交いのない壁・開口部 

その他  

 

主要構成部材の仕様 

 105mm 角の柱（木造在来軸組構法） 

 140mm 角以上の柱（伝統的構法） 

耐震補強性能 

壁基準耐力   (Ｌ型)          

 壁基準耐力 0.26kN/個 
壁基準剛性 12.8kN/rad./個 

  

設計方法 

 ①柱接合部による低減 

 取付け部分が健全であること 

 ②劣化による低減 
取付け部分が健全であること 

  

施工者指定 

 株式会社ガルコン又は株式会社エコア総合設計が 

開催する設計施工技術講習会の受講者 

その他 

 精密診断法Ⅰによる評価が可能 
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